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「
人
間
の
条
件
」
と
い
う
映
画
が
、
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
。
八
月
十
五
日

か
ら
二
十
日
ま
で
、
六
夜
連
続
だ
っ
た
。
第
一
部
純
愛
篇
、
第
二
部
激
怒
篇
、

第
三
部
望
郷
篇
、
第
四
部
戦
雲
篇
、
第
五
部
死
の
脱
出
篇
、
そ
し
て
第
六
部
曠

野
の
彷
徨
篇
で
あ
る
。 

曾
っ
て
、
五
味
川
純
平
の
同
名
小
説
の
映
画
化
が
な
さ
れ
た
。
第
一
部
か
ら

四
部
ま
で
は
、
一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
に
、
そ
し
て
、
第
五
部
と
第

六
部
は
、
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
に
公
開
さ
れ
た
。
そ
の
復
刻
版
が

今
回
だ
っ
た
。 

一
九
五
〇
年
代
の
後
半
、
昭
和
三
十
年
代
の
前
半
に
は
、
映
画
に
魁
け
て
、

小
説
が
も
て
は
や
さ
れ
た
。
教
員
の
間
で
も
、
職
場
で
回
し
読
み
し
た
ほ
ど
だ

っ
た
。
そ
の
あ
と
、
映
画
が
高
松
で
一
挙
上
映
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
総
上
映

時
間
、
九
時
間
半
。
一
日
中
、
確
と
観
た
記
憶
が
あ
る
。 

八
月
は
、
殊
に
戦
争
や
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
月
と
思
う
。
だ
か
ら
、
こ
の

時
期
を
選
ん
だ
の
か
。
山
田
洋
次
監
督
五
十
年
記
念
と
い
う
の
で
、
同
監
督
推

薦
の
映
画
が
テ
レ
ビ
に
放
映
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
監
督
は
、
家
族
愛
と

い
う
テ
ー
マ
で
推
さ
れ
た
よ
う
だ
。
何
れ
に
せ
よ
、
主
人
公
の
梶
を
通
し
て
、

戦
争
に
お
け
る
人
間
性
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。 

一
夜
ご
と
、
映
画
の
後
で
、
主
役
の
仲
代
達
矢
が
、
当
時
を
、
し
み
じ
み
と

述
懐
す
る
。
例
え
ば
、 

「
軍
隊
と
い
う
処
は
所
詮
、
忍
耐
と
持
久
力
で
す
」 

兵
役
に
関
係
無
い
仲
代
だ
が
、
何
年
も
の
間
、
小
林
正
樹
監
督
に
本
物
ま
が

い
の
演
技
指
導
を
受
け
、
梶
に
成
り
切
っ
た
所
為
だ
ろ
う
か
。 

撮
影
は
北
海
道
。
戦
闘
シ
ー
ン
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
協
力
だ
っ
た
そ
う
だ
。 

忍
耐
と
か
持
久
力
と
い
う
の
は
、
軍
隊
と
か
戦
時
中
だ
け
で
な
く
、
日
常
生

活
に
お
い
て
、
特
に
老
境
の
独
り
暮
ら
し
の
人
間
に
は
必
要
な
こ
と
と
思
う
。 

半
世
紀
前
の
映
画
に
は
、
梶
の
妻
美
千
子
役
の
新
珠
三
千
代
は
じ
め
、
故
人

が
沢
山
出
て
い
る
。
生
き
て
い
て
も
老
人
に
な
っ
て
い
る
人
が
、
若
く
溌
剌
と

し
て
い
る
。
原
作
を
読
み
、
映
画
を
見
た
当
時
は
、
自
分
も
若
か
っ
た
。 

録
画
し
て
、
後
か
ら
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
見
な
い
の
で
は
な
い
か
。
や
は

り
、
そ
の
時
本
腰
入
れ
て
見
る
方
が
、
印
象
深
い
も
の
に
な
る
と
思
う
。 

（
昭
和
二
十
四
年
卒
） 


